おちい 

がない。 漱石は 以上の 事情に よって 神経衰弱に 陥つ 

たので ある。 

新聞社の 方で は 教師と して かせぐ 事 を 禁じられた。 

ベ いえん 

其 代り 米塩の 資に窮 せぬ 位の 給料 を くれる。 食って さ 

え 行かれれば 何 を 苦しんで ザ ットの イットの を 振リ廻 

し ま 

す 必要が あろう。 やめる となと 云っても やめて 仕舞う _ 

休めた 翌日から 急に 脊 中が 軽くな つ て、 肺臓に 未曾有 

の 多量な 空気が 這ん つて 来た。 

学校 を やめてから、 京都へ 遊びに 行った。 其 地で 故 

旧と 会して、 野に 山に 寺に 社に、 いずれも 教場より は 

うぐいす さかし はつね 

偷决 であった。 鶯は身 を 逆 まにして 初音 を 張る。 
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